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研究者情報 
⽒ 名 佐藤 佳⼦ 
職 名 准教授 
所 属 キャリア教養学科 
最 終 学 歴 京都⼤学⼤学院理学研究科地球惑星科学専攻 博⼠後期課程修了 
学 位 博⼠（理学） 
専 ⾨ 分 野 広い意味での情報科学、地球環境学、地球年代学 
所 属 学 会 コンピュータ利⽤教育学会，AGU, JPGU, EGU, ⽇本地球化学会、⽇本⽕⼭学会、

⽇本地質学会、⽇本質量分析学会、同位体化学会 
主要担当科⽬ 情報演習 I、情報演習 II、情報リテラシー、データサイエンス、情報サービス演習、

アカデミックスキルズ I、アカデミックスキルズ II、特別研究 I＆II 
研 究 課 題 地球年代学、地球環境学、同位体地球化学、情報地球科学（分析データベースやフィ

ールドサイエンスのデータを使⽤した地球環境の分析解析やデータの可視化等） 
委員会等 ⽇本学術会議 地球惑星科学委員会ＩＵＧＳ分科会ＩＣＳ⼩委員会, 委員 

8 ⼤学連携事業, （桜の聖⺟短期⼤学担当 幹事） 
⼤学 e ラーニング協議会, 共通基盤教材（桜の聖⺟短期⼤学担当） 

 
 
研究業績／教育実績（主な著書・論⽂） 

区 分 著 書 ・ 論 ⽂ 名 等 発⾏所・掲載誌（書）・著書等 発⾏等年⽉ 
海外特許 K.Sato, H.Kumagai, 

 "Preprocessing apparatus and 

method for gas analysis” 

ヨーロッパ特許、 特許 EP3176578 2024 

論⽂ 佐藤佳⼦・熊⾕英憲， オー
プンデータとしての放射
線計測データを⽤いた太
陽フレアの地上災害影響
の解析の試み 

桜の聖⺟短期⼤学紀要、（48）、1-6 2024 

Proceeding K.Sato, H.Kumagai, T. Hirose, 

Noble gas release and age 

resetting or rejuvenating during 

coseismic faulting: Insights 

from high-velocity friction 

experiments on granite 

 

 
Japan Geoscience Union Meeting 2023 

2024 

Proceeding K.Sato, H.Kumagai, Noble 
gas abundance and 
isotope ratios dissolved in 

Proceedings WR-17 & AIG-14 Sendai, Japan, 
Aug. 18-22 

2023 
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lake and spring water at 
an active volcano, Mt. 
Zao, Japan, using new 
apparatus   

Proceeding K.Sato, H.Kumagai, N.Iwata, 

T.Tagami, The noble gas isotopic 

fractionations of volcanic rocks 

and their effect on ages 

 
Japan Geoscience Union Meeting 2023 

2023 

論 ⽂ 佐藤佳⼦・熊⾕英憲，東北地

⽅太平洋沖地震以降の福島県

内のモニタリングポストの放

射線計測データの解析 

桜の聖⺟短期⼤学紀要、（47）、1-8 2023 

論 ⽂ 地球環境学からのアプローチ 福島の進路、56-60 2022 
論 ⽂ 熊⾕英憲・佐藤佳⼦・清⽔家

⿑、「地質資料の局所微量希ガ

ス同位体分析」 

専修⾃然科学紀要、53、29-31 2022 

論 ⽂ 佐藤佳⼦、熊⾕英憲、「⾮放射

化でスパイクを⽤いないレー

ザー溶融  K-Ar 年代測定法

によるパイライトの単粒⼦測

定の試み」 

岡⼭理科⼤学フロンティア理⼯学研究所紀要
（web 版） 

2022 

R e p o r t Hyodo, H., Sato, K., Kumagai, 
H. and Takamiya, K., 
“Metamorphic age 
of Acasta gneiss and regional 
cooling history”  

KURNS Progress Report 
2021, 156. 

2022 

論 ⽂ H.Sato, S.Machida, R.Senda, 
K.Sato, H. Kumagai, H.Hyodo, 
S.Yoneda, Y.Kato, “Granitoids 
from the present Southwest 
Indian Ridge spreading axis: 
Implication for the distribution 
of iceberg-delivered dropstone 
in the Indian Ocean” 

Polar Science,Elsevir (2021, .June 22th 
acepted, Manuscript Number: POLAR-D-21-
00029R1) 
https://doi.org/10.1016/j.polar.2021.100725 

2021 

特 許 佐藤佳⼦、熊⾕英憲「ガス分

析⽤前処理装置及びガス分析

⽤前処理⽅法」 

特許第 6765117号 2020 

R e p o r t H. Hyodo, K. Sato, H. Kumagai, 
K. Takamiya , “Formation age of 
Precambrian metamorphic rocks 
and thermal history” 

KUR Report, CO5 2020 

論 ⽂ T. Nozaki, T. Nikaido, T. 
Onoue,Y. Takaya, K. Sato, J. 
Kimura, Q. Chang, D. 
Yamashita, H. Sato, K. Suzuki,  
Y. Kato, A. Matsuoka, “Triassic 
marine Os isotope record from a 
pelagic chert succession, 

J Asian Earth Sciences: X, 
https://doi.org/10.1016/j.jaesx.2018.100004 

2019 
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Sakahogi section Mino Belt, 
southwest Japan”  

R e p o r t H. Hyodo, K. Sato, H. Kumagai , 
“Thermal history of Early 
Archean metamorphic rocks” 

KUR Report, CO5 2019 

論 ⽂ Francisco J. Jimenez- Espejo, 
Antonio García-Alix, Naomi 
Harada, André Bahrd, 
Saburo Sakai, Koichi Iijima, 
Qing Chang, Keiko Sato, 
Katsuhiko Suzuki, Naohiko 
Ohkouchi,, “Changes in detrital 
input, ventilation and 
productivity in the central 
Okhotsk Sea during the marine 
isotope stage 5e, penultimate 
interglacial period” 

Journal of Asian Earth Sciences, 156, 189-200, 
https://doi.org/10.1016/j.jseaes.2018.01.032 

2018 

R e p o r t H. Hyodo, K. Sato, H. Kumagai, 
“Thermal history of 
Precambrian metamorphic 
rocks” 

KUR Report, CO5, 29112pp. 2018 

技 術 レ ポ
ー ト 

佐藤佳⼦・熊⾕英憲、「希ガス

同位体分析の阻害要因除去

法」 

JAMSTECシーズ集,pp47 2018 

論 ⽂ 佐藤佳⼦,櫛⽥拳,齋藤詩乃,管

家拓⺒,江本久雄,熊⾕英憲，

「福島⾼専における環境中の

⼟壌試料の放射線計測の試

み」 

福島⼯業⾼等専⾨学校研究紀要,59,37-44 2018 

特 開 佐藤佳⼦・熊⾕英憲、「ガス分

析⽤前処理装置及びガス分析

⽤前処理⽅法」 

特開 2017-106903 2017 

論 ⽂ 江本久雄、⼗⻲ 陽⼀郎、佐

藤佳⼦，「橋梁⽬視点検時の環

境放射能の安全性に関する研

究」 

福島⼯業⾼等専⾨学校研究紀要, 58, 47-52 2017 

特 願 佐藤佳⼦・熊⾕英憲、「熱⽔の

ための希ガス精製システム」 

特願 2016-217844 2016 

海 外 特 許
出 願 

K.Sato, H.Kumagai, 
 "Preprocessing apparatus and 
method for gas analysis” 

ヨーロッパ特許新出願 EP16201675.2 2016 

技 術 レ ポ
ー ト 

佐藤佳⼦・熊⾕英憲、「ガス分

析⽤前処理装置及びガス分析

⽤前処理⽅法」 

JAMSTEC イノベーションニュース 2016 2016 

論 ⽂ K. Sato, H. Kawabata, D. W. 
Scholl, H. Hyodo, K. Takahashi, 
K. Suzuki, H. Kumagai, “40Ar-
39Ar dating and tectonic 
implications of volcanic rocks 
recovered at IODP Hole U1342A 

Deep Sea Research II, 
doi://10.1016/j.dsr2.2015.03.008 

2016 
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and D on Bowers Ridge, Bering 
Sea” 

※上記は近年の研究を記載。過去数⼗年の研究論⽂・プロシーディング・学会発表等については、国⽴研究開発法⼈科学

技術振興機構の研究者データベース「research map」の https://researchmap.jp/aporo13 を参照。 

 
主な社会貢献活動 

社会貢献活動 活動年⽉⽇ 

＜委員会等＞  
⽇本学術会議 地球惑星科学委員会ＩＵＧＳ分科会ＩＣＳ⼩委員会、委員 2024.5〜現在 
8 ⼤学連携事業, （桜の聖⺟短期⼤学担当 幹事） 2024.4〜現在 
⼤学 e ラーニング協議会, 共通基盤教材（桜の聖⺟短期⼤学 担当） 2024.4〜現在 
⽇本学術会議 地球惑星科学委員会 IUGS分科会 地質年代学⼩委員会 委員 2023.4~ 2024.4 
⽇本学術研究振興会・特別研究員等審査委員会、専⾨委員及び国際事業委員
会書⾯審査員・書⾯評価員 

2017.7―2018.7 

＜講師等＞  
⼀般公開・サマースクールでの講師・海洋⼤学講師 等   2001.4-2020.12 
ロシア・ハバロフスク地質テクトニクス研究所特別講演 講師 2004.1 
⾼知⼤学⾼知コアセンターにて特別セミナー 2008.9 
⼭形⼤学での⼥性研究者裾野拡⼤ 講師 2011.7 
ロシア・ハバロフスク地質テクトニクス研究所で特別講演 講師 2012.9 
ロシア科学アカデミー・ハバロフスク⽀部学会での招待講演 講師 2013.7 
専⾨情報処理 集中講義 (⾼知⼤学理学部) 2018.9 
いわきヒューマンカレッジ（いわき市⺠⼤学） 講師 2019.10 
放射線管理学概論 集中講義 （福島⾼専） 2017-2021 
環境・安全学演習 集中講義  （福島⾼専） 2017-2021 
福島市産学連携プラットフォームオンライン公開講座 2022.9〜2023.3 
＜そのほかの社会活動＞  
⽂科省 放射能 ⼟壌調査 現地放射能調査⽀援（福島〜名取） 2011.7 
⽂科省 放射能 ⼟壌調査公表    現地放射能調査協⼒ 2013.10 
ゴールドシュミット国際会議への震災忘却防⽌のための⾳楽関連イベントの
交渉 

2015.5 

官⺠・地域連携関連の委員会（横浜国⽴⼤学および海洋研究開発機構の産学
連携） 

2017.5 

福島環境創造センターシンポジウムで原⼦⼒規制⼈材育成事業の福島⾼専の
取り組みについて紹介 

2018.12 

  
＜海洋研究開発機構・福島⾼専内・京都⼤学・福島⾼専WG 等＞  
京都⼤学⼤学院理学研究科地質学鉱物学教室ネットワーク環境整備 1998−2000 
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京都⼤学⼤学院理学研究科地球熱学研究施設内のネットワーク環境整備 1998−2000 
ネットワーク接続に関する学⽣向けマニュアル展開 1998−2000 
分析解析スペースワーキンググループ 2001.4−2003.3 
IFREE パンフレットワーキンググループ 2001.4−2003.3 
化学分析ワーキンググループ 2002.4−2004.3 
グーグルアース⽤地球化学・地球物理データの可視化 2004.4−2006.3 
図書運営委員会 2001.10−2005.3 
科学雑誌等の電⼦データベース導⼊WG 2001.10−2005.3 
図書部会 2001.10−2005.3 
マシンショップワーキンググループ 2002.4−2004.3 
データ管理部会 2006.4−2010.3 
海洋コアワーキンググループ 2006.4−2010.3 
データ管理委員会・情報管理委員会 2011.7−2016.12 
学科内ＦＤ委員会  2017.4−2021.3 
ＦＤネットワーク会議  2017.4−2021.3 
原⼦⼒規制⼈材育成事業関連会議  2017.4−2021.3 
  
  
※ 海外の共同研究、国内の共同研究、IODP・ODP、学会⽀援・シンポジウム⽀援などはこの

リストに含めていない。 
 
特別研究 

テーマ／概要 ⽣涯学習・⾃⼰づくり・地域づくり 
特別研究概要「情報と環境」 テーマは、情報と環境です。情報とそれを扱う⼈

との関わりが環境にどういった影響を及ぼすかに
ついて問題意識をもってとらえ、ネットワーク環
境〜SNSコミュニケーションなども含め、リスク
と利益の観点から、情報を取り扱う⼈間環境にお
ける、様々な環境問題・社会問題など、ITやデー
タサイエンス、情報スキルを⽣かした解析などが
研究テーマとなります。 

 


